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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第12期

第１四半期
連結累計期間

第11期

会計期間
自平成26年12月１日
至平成27年２月28日

自平成25年12月１日
至平成26年11月30日

売上高 （千円） 1,956,122 10,723,603

経常利益 （千円） 1,521,603 2,153,729

四半期（当期）純利益 （千円） 873,214 657,917

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 872,262 1,677,366

純資産額 （千円） 6,558,247 3,246,145

総資産額 （千円） 12,969,879 7,095,098

１株当たり四半期（当期）純利益金額 （円） 150.65 117.00

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）

純利益金額
（円） － －

自己資本比率 （％） 50.6 45.8

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．当社は、前第１四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、第11期第１四半

期連結累計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

３．売上高には、消費税等は含まれておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

５．平成26年10月30日付で普通株式１株につき100株の株式分割を行っておりますが、第11期の期首に当該株式

分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。

 

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても、異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリ

スクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　なお、当社は、前第１四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同四半期連

結累計期間との比較分析は行っておりません。

 

(1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費者マインドの弱さや海外景気の下振れリスクなど先行き

に不透明な要素がある一方で、政府が推進する経済対策や金融緩和策の効果等により雇用・所得環境の改善がみら

れるなど、緩やかな回復基調が続いております。

　不動産金融業界におきましては、資金調達環境が引き続き良好であり、J-REIT市場の時価総額が10兆円を超えて

推移し、J-REITの公募増資が活発に行われるなど投資資金の流入が続いている他、私募REIT組成の動きが広がるな

か、投資家層の多様化が期待されております。また、不動産売買市場においては、アベノミクスによるデフレ脱

却・地価上昇への期待や円安を背景に海外投資家等の投資意欲は依然として高く、不動産の取得競争が活発化し、

大都市圏の不動産において価格高騰が見られるなど、比較的不動産投資案件の売却に適した事業環境となっており

ます。

　このような事業環境の中、当社グループは、既存の投資案件のバリューアップを行うとともに、売却に適した投

資案件については積極的に売却活動を推進しました。また、当社グループの投資案件に対する目利きやバリュー

アップの実績を活かし、十分な投資リターンが見込める投資案件の発掘に努めるとともに、安定的な収益基盤を確

立する観点から自己勘定投資案件（賃貸不動産等）の取得を行いました。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高1,956,122千円、営業利益1,572,823千円、経常利益

1,521,603千円、四半期純利益873,214千円となりました。

 

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

（投資運用事業）

　投資運用事業につきましては、既存の投資案件の売却に伴い、ディスポジションフィー及びインセンティブ

フィーを計上したことに加え、アセットマネジメントフィーを計上したこと等により、売上高は1,653,877千円、

営業利益は1,526,671千円となりました。

 

（投資銀行事業）

　投資銀行事業につきましては、自己勘定投資案件（賃貸不動産等）からの賃料収入及び顧客との共同投資（セイ

ムボート投資）案件からのインカムゲイン（匿名組合配当益）に加え、ベンチャーファンド投資等不動産以外の投

資からの収益を計上したこと等により、売上高は307,785千円、営業利益は197,426千円となりました。
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(2）財政状態の分析

（資産）

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ5,874,781千円増加し、12,969,879千円とな

りました。これは主に、現金及び預金が3,295,740千円、販売用不動産が2,451,875千円増加したことによるもので

あります。

 

（負債）

当第１四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べて2,562,679千円増加し、6,411,631千円となり

ました。これは主に、長期借入金が2,201,463千円、未払法人税等が335,011千円増加したことによるものでありま

す。

 

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べて3,312,102千円増加し、6,558,247千円とな

りました。これは主に、新規上場による公募増資及び自己株式の処分により資本金が1,008,780千円、資本剰余金

が1,362,060千円増加したこと、また、四半期純利益を873,214千円計上したことによるものであります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 23,000,000

計 23,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年２月28日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年４月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,923,000 7,222,500
東京証券取引所

（マザーズ）

完全議決権株式であ

り、権利内容に何ら

限定のない当社にお

ける標準となる株式

であります。

なお、単元株式数は

100株であります。

計 6,923,000 7,222,500 － －

（注）１．当社株式は、平成27年２月18日付で東京証券取引所マザーズ市場に上場しております。

２．平成27年３月17日を払込期日とするオーバーアロットメントによる当社株式の売出しに関連した第三者割当

増資による新株式の発行により、発行済株式数が299,500株増加しております。

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成27年２月17日

（注）１
1,075,000 6,923,000 1,008,780 1,308,780 1,008,780 1,278,780

（注）１．有償一般募集（ブックビルディング方式）

　　　　　発行価格　　2,040.00円

　　　　　引受価額　　1,876.80円

　　　　　資本組入額　　938.40円

２．平成27年３月17日を払込期日とするオーバーアロットメントによる当社株式の売出しに関連した第三者割当

増資による新株式の発行により、発行済株式総数が299,500株増加して7,222,500株となり、資本金及び資本

準備金がそれぞれ281,050千円増加し、それぞれ1,589,830千円及び1,559,830千円となっております。

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成26年11月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。
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①【発行済株式】

平成27年２月28日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）  普通株式　　225,000 － －

完全議決権株式（その他）  普通株式　5,623,000 56,230 －

単元未満株式                　－ － －

発行済株式総数 　　　　　　5,848,000 － －

総株主の議決権 － 56,230 －

（注）平成27年２月17日を払込期日とする有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）による新株式の発行を

行ったことに伴い、普通株式が1,075,000株増加し、発行済株式総数は6,923,000株となりました。また、平成27

年３月17日を払込期日とするオーバーアロットメントによる当社株式の売出しに関連した第三者割当増資による

新株式の発行を行ったことに伴い、普通株式が299,500株増加し、発行済株式総数は7,222,500株となりました。

 

②【自己株式等】

平成27年２月28日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所
有株式数
（株）

他人名義所
有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合(％)

ファーストブラザーズ株式

会社

東京都千代田区丸の内二丁

目４番１号
225,000 － 225,000 3.85

計 － 225,000 － 225,000 3.85

（注）平成27年２月17日を払込期日とする有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）による自己株式の処分

（225,000株）を実施いたしました。

 

２【役員の状況】

　 該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　なお、当社は、第１四半期の業績開示を当連結会計年度より行っているため、前年同四半期との比較情報は記載し

ておりません。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成26年12月１日から平

成27年２月28日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年12月１日から平成27年２月28日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、清友監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年11月30日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年２月28日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,305,952 4,601,692

信託預金 201,691 200,740

売掛金 34,280 30,889

販売用不動産 3,674,445 6,126,320

営業貸付金 350,000 350,000

その他 238,387 340,599

貸倒引当金 △146,720 △146,720

流動資産合計 5,658,037 11,503,523

固定資産   

有形固定資産 42,013 41,003

無形固定資産 3,785 3,362

投資その他の資産 1,391,261 1,421,989

固定資産合計 1,437,061 1,466,355

資産合計 7,095,098 12,969,879

負債の部   

流動負債   

1年内返済予定の長期借入金 81,852 127,344

未払法人税等 315,214 650,225

賞与引当金 － 39,077

その他 329,686 218,672

流動負債合計 726,752 1,035,319

固定負債   

長期借入金 2,905,148 5,106,611

その他 217,051 269,700

固定負債合計 3,122,199 5,376,311

負債合計 3,848,952 6,411,631

純資産の部   

株主資本   

資本金 300,000 1,308,780

資本剰余金 270,000 1,632,060

利益剰余金 2,716,595 3,589,810

自己株式 △69,000 －

株主資本合計 3,217,595 6,530,650

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 28,550 27,597

その他の包括利益累計額合計 28,550 27,597

純資産合計 3,246,145 6,558,247

負債純資産合計 7,095,098 12,969,879
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年12月１日
　至　平成27年２月28日)

売上高 1,956,122

売上原価 102,655

売上総利益 1,853,467

販売費及び一般管理費 280,644

営業利益 1,572,823

営業外収益  

受取利息 163

受取配当金 9

受取賃貸料 1,002

還付加算金 8

その他 5

営業外収益合計 1,188

営業外費用  

支払利息 23,700

支払手数料 393

株式交付費 21,222

株式公開費用 6,504

その他 587

営業外費用合計 52,408

経常利益 1,521,603

特別損失  

固定資産除却損 0

特別損失合計 0

税金等調整前四半期純利益 1,521,603

法人税、住民税及び事業税 646,387

法人税等調整額 2,001

法人税等合計 648,388

少数株主損益調整前四半期純利益 873,214

四半期純利益 873,214
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年12月１日
　至　平成27年２月28日)

少数株主損益調整前四半期純利益 873,214

その他の包括利益  

その他有価証券評価差額金 △952

その他の包括利益合計 △952

四半期包括利益 872,262

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 872,262

少数株主に係る四半期包括利益 －
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　該当事項はありません。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。

 
当第１四半期連結累計期間
（自　平成26年12月１日
至　平成27年２月28日）

減価償却費 18,643千円

 

（株主資本等関係）

　　　　当第１四半期連結累計期間（自　平成26年12月１日　至　平成27年２月28日）

　　　　１　配当金支払額

　　　　　　該当事項はありません。

 

　　　　２　基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　　　　　　該当事項はありません。

 

　　　　３　株主資本の金額の著しい変動

　　　　　　当社は平成27年１月15日及び平成27年１月29日開催の取締役会決議に基づき、当第１四半期連結会計期間に

おいて有償一般募集による新株式の発行及び自己株式の処分を行い、資本金及び資本剰余金がそれぞれ

1,008,780千円、1,362,060千円増加しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自　平成26年12月１日　至　平成27年２月28日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 投資運用事業 投資銀行事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 1,648,337 307,785 1,956,122 - 1,956,122

セグメント間の内部売上高

又は振替高
5,539 - 5,539 △5,539 -

計 1,653,877 307,785 1,961,662 △5,539 1,956,122

セグメント利益 1,526,671 197,426 1,724,097 △151,274 1,572,823

（注）１．セグメント利益の調整額△151,274千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第１四半期連結累計期間
（自　平成26年12月１日
至　平成27年２月28日）

１株当たり四半期純利益金額 150円65銭

（算定上の基礎）  

四半期純利益金額（千円） 873,214

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 873,214

普通株式の期中平均株式数（株） 5,796,333

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記

載しておりません。
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（重要な後発事象）

１．多額な資金の借入

　子会社であるファーストブラザーズリアルエステート㈱において、不動産信託受益権の取得資金の調達を目

的として、次の借入契約を平成27年３月31日に締結し、借入を行っております。

借入先の名称 　：西武信用金庫

借入金額 　　　：1,530,000千円

借入利率 　　　：基準金利にスプレッドを加味した利率

借入の実行時期 ：平成27年３月31日

借入の返済期限 ：平成62年３月16日

担保提供資産 　：不動産信託受益権

 

２．第三者割当増資

　当社は、平成27年１月15日及び平成27年１月29日開催の取締役会において、野村証券株式会社を割当先とす

る第三者割当増資による新株式の発行を決議しておりましたが、平成27年３月17日に払込みが完了いたしまし

た。この第三者割当増資は、オーバーアロットメントによる売出しに関連して、同社が当社株主である吉原知

紀から借り入れている当社普通株式を返還するために必要な株式を取得させるものであります。

 

①募集株式の種類及び数 当社普通株式　299,500株

②割当価格 １株につき　 1,876.80円

③発行価額 １株につき　 1,632.00円

④資本組入額 １株につき　　 938.40円

⑤発行価額の総額 488,784,000円

⑥資本組入額の総額 281,050,800円

⑦払込金額の総額 562,101,600円

⑧払込期日 平成27年３月17日

⑨割当先 野村證券株式会社

⑩資金の使途

安定的な収益を見込むことができる優良な投資案件

（賃貸不動産等）に対し自己勘定投資を行うための

資金に充当する予定であります。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年４月13日

ファーストブラザーズ株式会社

取締役会　御中

 

清　友　監　査　法　人

 

 
指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 後藤　員久　　印

 

 
指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 中村　佳央　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているファーストブラ

ザーズ株式会社の平成26年12月１日から平成27年11月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成26年12月

１日から平成27年２月28日まで）及び第1四半期連結累計期間（平成26年12月１日から平成27年２月28日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につ

いて四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ファーストブラザーズ株式会社及び連結子会社の平成27年２月28日現

在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

 

強調事項

　重要な後発事象に記載のとおり、会社は平成27年１月15日及び平成27年１月29日開催の取締役会決議において、主幹事

証券会社を割当先とする第三者割当増資による新株式の発行を決議していたが、平成27年３月17日に払込みが完了してい

る。

　当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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